
１９ 医療人材の確保・育成 

 

〔現況及び施策の方向〕 

「広島県保健医療計画」（第７次（平成 30年 3 月））に基づき，質が高く効率的な地域医療体制を確保

していくための事業を着実に推進する。 

 

〔事業の内容〕 

１ 医師確保対策の推進（予算額 526,195 千円） 

利用者側の立場を重視したより安全で質の高い効率的な地域医療体制を確保するため，医師の確保対

策を推進する。 

(1) 広島県医師育成奨学金（予算額 328,800 千円） 

ア 広島大学ふるさと枠，岡山大学地域枠 

      国の緊急医師確保対策による大学医学部入学定員の増員として，地域医療を担う医師の育成を目

的として設けられた広島大学ふるさと枠及び岡山大学地域枠について，各々の入学生を対象に奨学

金を貸与し，中長期的な医師確保を図る。（平成 21 年度創設） 

・奨学金額：20 万円／月，予定人数：117 名 

（平成 30年度新規枠：広島大学 18名・岡山大学 2名，既存分：広島大学 90名・岡山大学 7名） 

イ 一般募集 

       将来，広島県内の公的医療機関等に従事する意向のある医学専攻の大学生，大学院生，後期研修

医を対象に広く奨学生を募集し，奨学金を貸与する。（平成 18 年度創設，平成 20 年度制度見直し） 

  ・奨学金額：20 万円／月，予定人数：20 名（平成 30 年度新規枠：4名，既存分：16名） 

(2) 女性医師等就労環境整備（予算額 62,016 千円） 

女性医師等の就労環境整備の一環として，医療機関が実施する女性医師等の短時間正規雇用制度若

しくはベビーシッター等保育サービス活用支援制度の導入，女性医師等の宿直等への代替職員の活用，

復職研修の受入に対して助成する。（平成 22年度創設） 

(3) 広島大学医学部寄附講座の設置（予算額 40,000 千円） 

国立大学法人広島大学との協定に基づき設置した「地域医療システム学講座」において，地域医療

体制の確保と地域医療に携わる医師の養成を図る。（平成 22年度創設） 

(4) 産科医等確保支援事業（予算額  86,243 千円） 

過酷な勤務環境にある産科医等の処遇改善を図り，地域の産科等医療体制を確保するため，医療機

関が支給する分娩手当や研修医手当，新生児医療手当の一部を助成する。（平成 21 年度創設） 

 

第 1 表 産科医等確保支援事業の概要 
 

区 分 ①分娩手当・②研修医手当・③新生児医療手当 

事業内容 
① 産科医等に分娩手当を支給する医療機関に対し，手当の一部を助成。 
② 産科を選択する後期臨床研修医に手当を支給する医療機関に対し，手当の一部を助成。 
③ 新生児集中治療室の新生児担当医に新生児医療手当を支給する医療機関に対し，手当の一部を助成。 

補 助 先 
 

負担割合 

○周産期母子医療センター 
県 2/3 事業主 1/3 

○その他 
県 1/2 市町・事業主 1/2 

※ 公立病院は，県 1/3，事業主 2/3 



 

(5) 包括的過疎地域医師育成・活躍支援システム整備事業（予算額 9,136 千円） 

中山間地域の勤務医を対象とした各種研修機会の提供や代診医派遣等を行う広域的ネットワークの

構築を支援することで，中山間地域における医師の確保・定着を図る。（平成 26年度創設） 

 

２ 広島県地域医療支援センター（公益財団法人広島県地域保健医療推進機構）による医師確保等の実施 

（予算額 121,695 千円） 

  医療法に基づき，広島県地域医療支援センターとして，県，市町，一般社団法人広島県医師会，国立

大学法人広島大学等で構成する公益財団法人広島県地域保健医療推進機構において，県内の地域医療の

確保に向けて，医師の地域偏在解消のための配置調整や医師確保，人材育成等に総合的かつ機動的に取

り組む。 

(1) 医師の養成と配置調整（2,457 千円） 

  ア 地域医療セミナー等の実施 

    地域医療を志す医学生等を対象にセミナーを実施し，中山間地域等の医療現場の体験を通じて地

域医療に対する理解を深め，将来の広島県の地域医療を支える人材を育成する。（平成 23年度創設） 

  イ 医師の配置調整 

    国立大学法人広島大学，一般社団法人広島県医師会，県，市町等で構成する会議での検討を通じ，

自治医科大学及び広島大学ふるさと枠・岡山大学地域枠の卒業医師，並びに広島県医師育成奨学金

貸与医師の県内医療機関等への派遣・配置の調整を行い，地域医療を担う医師の確保と定着を促進

する。（平成 23年度創設） 

(2) 医師の誘致と県内定着（13,690 千円） 

  ア 無料職業紹介事業（求人・求職あっせん） 

    就業を希望する医師を対象に，無料職業紹介事業による求職登録医師と求人登録医療機関との個別

調整を行い，県内就業を促進する。（女性医師，ベテラン医師の就業支援含む。）（平成23年度創設） 

  イ 県外医師の県内誘致・就業支援（UIJ ターン等の支援） 

   「ふるさとドクターネット広島」等を活用し，県外医師の招致活動を行い，県内就業を支援する。

（平成 23年度創設） 

  ウ 臨床研修病院の支援 

    臨床研修病院の魅力向上とネットワーク化を図るとともに，県内への研修医の招致活動支援を行

うことにより，より多くの臨床研修医を確保する。（平成 23年度創設） 

 

(3) 医師の活躍支援（5,000 千円） 

  ア 子育て中の女性医師等の支援 

    女性医師の活躍のためには，結婚・子育てを理由とする離職が多い女性医師の保育支援，勤務環

境の整備，復職支援等が重要である。 

このため，女性医師の保育支援，就労環境改善により復職・就業継続の環境を整備するとともに，

「ふるさとドクターネット広島」の活用，相談窓口など，幅広い女性医師サポートを行う。（平成

手当額 
①分娩手当   10,000 円/件 
②研修医手当 50,000 円/月 
③新生児医療手当 10,000 円/件 



23 年度創設） 

  イ 若手医師等の支援 

    若手医師の資質向上及びキャリア形成と県内定着のため，基幹病院や大学病院の指導医等のグループ

が行う複数の医療機関の若手医師に対する研修会等の活動に対して支援を行う。（平成23年度創設） 

(4) 広島県へき地医療支援機構の運営（420 千円） 

へき地医療の確保に資するための「広島県へき地医療支援機構」事務局を運営し，「運営委員会」に

おいて，実施事業に関する協議，検討を行う。（平成 23年度創設） 

(5) 情報収集・情報発信（8,652 千円） 

医療機関のニーズや医療情報の把握と魅力ある医療情報等を県内外に発信する。（平成 23 年度創設） 

(6) センターの運営管理（91,476 千円） 

 

３ 看護職員等確保対策（予算額 915,537 千円） 

(1) 看護職員養成の充実・強化（予算額 649,440 千円） 

看護職員の養成を質，量ともに充実させるため，県立看護専門学校を運営するとともに，民間立の

看護師等養成所に対し運営費を助成する。 

また，看護職員の養成に当たって重要な役割を果たす看護教員と実習指導者を養成するため，看護

教員養成講習会及び保健師助産師看護師実習指導者養成講習会を実施するとともに，看護職員養成力

の向上を図るため，専任教員の成長段階（新人・一人前・中堅・熟達・教務主任）に応じた到達目標

に基づき研修等を実施する。 

更に，助産師養成施設の学生に対する修学資金の貸与（平成21年度創設）を行うとともに，コーディ

ネーターによる施設間の出向希望調整を行う助産師出向支援導入事業（平成28年度創設）を実施する。 

また，県内看護師等学校養成所の県内就業率を向上させるため，県内医療機関のインターンシップ

情報を提供する情報誌作成や就職活動講座を実施する。（平成 26年度創設） 
 
 
 

第 2 表 看護教員養成講習会実施状況 
                                       （単位 人）                                       

区  分 29 年度 28 年度 27 年度 26 年度 25 年度 
受 講 者 数 33 26 33 36 30 
修 了 者 数 33 25 33 35 29 

 
 

第 3 表 広島県保健師助産師看護師実習指導者養成講習会実施状況 
 （単位 人） 

区  分                                      29 年度 28 年度 27 年度 26 年度 25 年度 
受 講 者 数 52 52 49 51 51 
修 了 者 数 52 52 49 51 51 

                        

第 4表 助産師確保対策事業実施状況 
                             （単位 人） 

区  分                                      29 年度 28 年度 27 年度 26 年度 
助産師修学資金貸与者数 5 8 10 10 

助産師出向支援導入事業派遣者数 3 1 － － 

 

(2) 離職防止対策（予算額 211,593 千円） 

看護職員のために保育施設を運営する事業者に対して助成する。（昭和 49年度創設） 



また，看護の質の向上及び早期離職防止を図るため，新人看護職員に基本的な臨床実践力を養うた

めの研修体制を充実する。（平成 22年度創設） 

さらに，医療機関等における多様な勤務形態導入に向けた相談窓口の設置等，働きやすい職場環境

づくりへの支援を行い，ワークライフバランスの推進に向けた取組を行う。 
 
 

第 5 表 院内保育事業実施状況 
                            （単位 施設） 

 

 

 

 

 

第 6 表 新人看護職員研修事業実施状況 

 

(3) 未就業看護職員の再就業促進（予算額 39,049 千円） 

就業を希望する看護職員及び求人を希望する医療機関に対して,「広島県ナースセンター」のコンピ

ューターシステムを活用して，迅速できめ細かな就業斡旋紹介を行う。（平成 4年度創設） 

また，病院等への就業を希望する未就業看護職員の復職を支援するため，病院等において就業に向

けた実践的な研修を実施する。（平成 20年度創設） 

さらに，離職した看護職員の潜在化防止のため，早期離職者対象のカフェの開催や市町へのナース

センター職員の出張相談を実施する。（平成 27 年度創設） 
 
 

第 7表 未就業看護職員の求職・求人・相談状況 

                             （単位 件） 

  種別 

   年度 
区分 

保健師 助産師 看護師 准看護師 計 

29 28 27 29 28 27 29 28 27 29 28 27 29 28 27 

相談件数 160 203 461 63 111 118 3,794 3,749 4,129 532 621 711 4,549 4,684 5,419 

  

 
 
 
 

第 8 表 未就業看護職員のナースセンター事業による再就職状況 
                                 （単位 人） 

        種別 

      年度 
区分 

保健師 助産師 看護師 准看護師 計 

29 28 27 29 28 27 29 28 27 29 28 27 29 28 27 

就業者数 30 24 34 16 5 5 707 676 523 49 51 52 802 756 617 

（注）平成 27 年度は種別不明者 3名 

 

区  分 29 年度 28 年度 27 年度 26 年度 25 年度 
A 型 特 例 2 １ 3 8 3 
A     型 17 22 18 14 16 
B     型 20 18 20 18 13 
B 型 特 例 4 4 1 1 1 

計 43 45 42 41 33 

区  分 29 年度 28 年度 27 年度 26 年度 

新人看護職員研修事業（OJT）補助実績 67 施設 70 施設 70 施設 68 施設 

集合研修受講者数 
再掲（助産師集合研修修了者数） 

延べ 415 人 
再掲(120 人) 

延べ 509 人 
再掲(110 人) 

延べ 1,193 人 
再掲(146 人) 

延べ 1,424 人 
再掲(138 人) 

研修責任者研修修了者数 47 人 48 人 45 人 51 人 
教育担当者研修修了者数 113 人 113 人 106 人 102 人 
実地指導者研修修了者数 124 人 121 人 127 人 158 人 



(4) 専門医療等への対応（予算額 15,455 千円） 

医療機関における看護の質の向上を図るため，摂食・嚥下障害看護等の認定看護師の育成事業等を

行う。（平成 21年度創設） 

   さらに，在宅医療等への移行に向けて，担い手となる高度かつ専門的な知識と技術を身につけた看

護師の育成のため，看護師の特定行為研修受講に対する支援を行う。（平成 30年度創設） 

 


